
「広島神楽」定期公演へようこそ！

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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平安時代も中頃、妖術を使う鬼たちが都に舞い降りて悪事の限りを尽し、京は恐怖の都と成り果てます。陰陽師が「鬼の棲み家は
丹波の国・大江山に」と占うと、都の守・源頼光（みなもとのらいこう）とその四天王に鬼神退治の勅命が下されました。頼光主従
は、石清水八幡（いわしみずはちまん）、熊野権現、住吉神社に参拝し武運を祈り、丹波の国へと向かいます。途中、三世ヶ託（さん
せがたく）の神により御神酒を授かり、いよいよ険しい山道に入ると、都からさらわれた姫に出会い、頼光は鬼退治に来た事を告
げ、鬼の岩屋へと案内させます。頼光と鬼の頭・酒呑童子（しゅてんどうじ）は山伏問答を繰り返し、頼光主従を山伏修験者と認め
ると、持ち来た御神酒を「都の酒」と飲み尽くし、酔い伏してしまいます。時は今と頼光主従は鬼神たちを成敗し、岩屋に閉じ込め
られていた姫たちを従い都へと凱旋します。

第一幕『大江山』（おおえやま）

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男尊（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）

※演目が変更になりました。
あらかじめご了承ください。
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上石神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　明治31年、島根県矢上村より当地の青年会に伝授され、団体としては上石奏楽会として発足し、以降一年も休むことなく神
楽を奉納し、現在の神楽団へと引き継がれました。その陰には数々の障害を乗り越えてこられた諸先輩のたゆまぬ努力が
あった事を忘れることは出来ません。
　平成18年には文化庁より古き良き六調子の石見神楽を伝承し、また地域の次期後継者の育成、継承に大変熱心であるとの
評価を頂きました。
　今後益々団員の結束を固め、神楽の伝承に精進し、郷土芸能の発展に寄与してまいりたいと思っています。　

かみいしかぐらだん


